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要
旨
ア
メ
リ
カ
の
短
期
集
中
講
座
に
お
け
る
日
本
語
教
育
－
C
T
Y
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
担
当
し
て
1
　
　
　
　
　
博
士
前
期
課
程
一
年
高
野
浩
子
　
一
九
九
一
～
九
三
年
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
英
才
教
育
機
関
で
あ
る
C
T
Y
主
催
の
夏
期
講
座
で
、
日
本
語
・
日
本
文
化
コ
ー
ス
の
講
師
を
務
め
た
。
こ
の
講
座
は
、
　
一
期
三
週
間
の
合
宿
式
集
中
講
座
（
二
期
連
続
で
開
か
れ
る
が
、
両
期
同
一
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
）
で
、
各
コ
ー
ス
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
付
く
。
受
講
生
は
、
十
二
～
十
六
歳
の
ア
メ
リ
カ
人
中
学
・
高
校
生
。
こ
の
講
座
を
受
講
す
る
に
は
、
学
力
テ
ス
ト
で
、
C
T
Y
が
定
め
た
基
準
点
（
年
齢
・
分
野
別
）
以
上
を
取
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
当
コ
ー
ス
の
生
徒
数
は
各
期
十
二
～
十
四
名
で
、
う
ち
一
～
三
名
は
既
習
者
。
コ
ー
ス
目
標
は
、
①
基
本
的
な
日
常
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
簡
単
な
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
、
②
日
本
文
化
と
と
も
に
、
日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
を
知
り
、
日
本
へ
の
理
解
を
深
め
る
。
教
材
は
、
『
に
ほ
ん
こ
か
ん
た
ん
ー
』
（
坂
起
世
・
吉
岐
久
子
共
著
、
研
究
社
）
、
『
〆
＞
Z
＞
O
＞
Z
ゆ
団
国
〉
ω
団
』
（
小
川
邦
彦
著
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
）
、
『
↓
＝
国
一
〉
℃
＞
Z
国
Q
Q
国
↓
O
O
＞
く
』
（
即
○
°
刀
皿
ω
。
冨
二
の
5
0
7
餌
「
δ
ω
国
゜
↓
⊆
三
①
O
o
∋
℃
p
塁
）
。
学
習
時
間
は
一
日
七
時
間
。
五
時
間
は
教
室
で
の
授
業
や
文
化
活
動
、
二
時
間
は
生
徒
各
自
の
部
屋
で
の
自
習
で
、
講
師
ま
た
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
巡
回
し
た
。
当
コ
ー
ス
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
か
れ
て
い
た
の
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
と
し
て
リ
ト
ル
東
京
へ
も
行
っ
た
。
　
文
字
に
関
し
て
は
、
一
週
目
に
平
仮
名
、
二
週
目
に
カ
タ
カ
ナ
が
定
着
。
漢
字
は
平
仮
名
定
着
後
に
導
入
し
、
各
字
の
読
み
に
つ
い
て
は
基
本
的
な
も
の
を
な
る
べ
く
一
つ
の
み
教
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
約
五
十
字
の
識
別
が
可
能
に
な
っ
た
。
話
す
力
に
つ
い
て
は
、
基
本
動
作
動
詞
を
使
っ
た
希
望
・
依
頼
・
勧
誘
表
現
、
形
容
詞
を
使
っ
た
状
態
表
現
等
を
用
い
、
簡
単
な
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
書
く
力
に
つ
い
て
は
、
文
章
力
を
つ
け
る
練
習
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
自
己
紹
介
プ
ラ
ス
α
程
度
の
文
章
は
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
種
行
っ
た
文
化
活
動
は
、
ど
れ
も
好
評
だ
っ
た
。
各
生
徒
に
よ
る
日
本
民
話
の
語
り
聞
か
せ
（
演
技
付
き
）
、
『
↓
国
工
一
〉
℃
＞
Z
国
ω
国
↓
O
O
＞
ご
を
使
っ
て
の
討
論
、
習
字
、
模
擬
茶
会
、
巻
き
寿
司
作
り
、
…
…
。
　
『
に
ほ
ん
こ
か
ん
た
ん
ー
』
の
各
課
終
了
時
に
講
師
自
作
の
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
、
自
習
時
に
よ
く
復
習
さ
せ
、
そ
の
翌
日
に
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
各
生
徒
へ
の
総
合
評
価
は
文
章
で
表
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
生
徒
は
、
C
T
Y
作
成
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
形
で
、
講
師
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
評
価
し
た
。
　
C
T
Y
の
生
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
学
校
で
は
、
特
に
一
生
懸
命
勉
強
す
る
こ
と
な
く
好
成
績
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
講
座
で
、
難
し
い
と
感
℃
る
内
容
に
遭
遇
し
た
り
、
テ
ス
ト
で
高
得
点
が
得
ら
れ
な
い
と
、
ひ
ど
く
苛
立
っ
た
り
投
げ
や
り
に
な
っ
た
り
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
頭
に
入
れ
て
お
き
、
指
導
、
テ
ス
ト
の
作
成
・
実
施
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
講
座
を
担
当
す
る
に
は
、
体
力
、
協
調
性
、
強
い
精
神
力
、
英
語
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
が
得
ら
れ
て
こ
そ
、
講
座
は
成
功
す
る
。
自
分
の
能
力
の
限
界
に
迫
る
よ
う
な
仕
事
で
あ
る
が
、
海
外
で
の
日
本
語
教
育
の
実
践
に
伴
う
苦
労
や
お
も
し
ろ
さ
が
実
感
で
き
る
の
で
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
進
ん
で
挑
戦
す
べ
き
で
あ
る
。
一91一
